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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！

No. 678
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7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

漁業存続の危機！

発行　ΐ兵庫ݝਫ産ৼۚجڵ
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NEWS

新年のご挨拶

水産物を使った料理教室で交流会

賀川豊彦の功績と記念事業

明石ެԂのࡩ

全国漁協功労者表彰 ～ＪＦ富島 小西組合長が受賞～
兵庫ＪＣＣ協同組合研究交流会
「ぷりっぷりっ！アサリの旬を味わおう！」
～西宮市貝類館で料理教室を開催～

4
April. 2013

ॷのγンϙジ΢Ϝ ～社領 弘氏（JF一宮町）が発表～

+'ҏอɾ+'ીࠜொ ߹ซԾܖ໿ௐҹࣜ 開催
�01�国ڠࡍಉ૊߹೥ ΩックオϑΠϕンτ

ฏ成��೥౓ ୶࿏のΓ඼ධ会
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表紙の言葉

　ＪＲ明石駅のホームに降り立つと見えるのは、2基の櫓
に白壁と見事な石垣。
　明石城（別名：喜春城）は、徳川家康の曾孫である小
笠原忠真によって、古くから交通の要衝であるこの地に築
城されました。巽櫓を市内の船上城から、坤櫓は京都の
伏見城から移築し、同時に行われた城下町の町割りでは
宮本武蔵が指導をしたと伝えられます。
　動乱の時代をくぐり抜けた櫓を持ち、日本百名城の１つ
に数えられる明石城。現在、明石公園となり“日本さくら
名所100選”に選ばれる桜の名所として知られ、春には満
開の桜をめでる人たちで賑わいます。

明石公園の桜

No.678   April. 2013

	 ２	 ようそろ
	 ３	 小西正治氏（ＪＦ富島）が漁協運動功労者表彰を
	 	 受章されました！
	 	 但馬地区ズワイガニ漁終了
	 	 新ＪＦ組合長のご紹介
	 ４	 兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会
	 	 「浜ほたる」の出荷が始まる！
	 ５	 瀬戸内海再生議員連盟	第３回勉強会開催される!!
	 	 事務局長･末松	信介参議院議員が会議をリード
	 	 組合事務所上棟式を開催
	 ６	 浮力合羽着用で助かった命
	 ７	 命を守る運動「海上安全講習会」
	 	 「ぷりっぷりっ！アサリの旬を味わおう！」
	 ８	 淡路市岩屋で「浦祈祷祈願祭」が行われました
	 ９	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図
	 10	 兵庫JCC通信
	 11	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
	 12	 第35回	全国海の子絵画展	県内の２作品が入賞！

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
「
温
め
る
と
意
外
に
お
い
し
い
食
べ
物
」
と
い
う

調
査
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
い
し
い
５
品
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
メ
ロ
ン

パ
ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ミ
カ
ン
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
納
豆
の
順
で
し
た
。

そ
の
他
、
ビ
ー
ル
は
商
品
化
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
コ
ー
ラ
、

チ
ー
ズ
、
プ
リ
ン
等
々
。
発
想
の
転
換
の
た
め
に
皆
さ
ん
も
一
度
試
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
さ
か
一
生
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ゴ
ル
フ
を
、
昨
年
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
始
め
ま
し
た
。

信
漁
連
に
入
会
し
て
32
年
、パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
以
外
一
度
も
ク
ラ
ブ
な
ど
握
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

好
き
な
こ
と
は
車
の
運
転
く
ら
い
で
、ス
ポ
ー
ツ
は
と
い
え
ば
高
校
時
代
の
柔
道
部
で
の
活
躍
（
？
）

と
学
生
時
代
に
経
験
し
た
ス
キ
ー
程
度
で
す
。
努
力
が
信
条
で
す
が
、
運
動
オ
ン
チ
で
球
技
が
苦
手

な
私
は
、
人
間
ど
う
努
力
し
て
も
所
詮
無
理
な
も
の
が
あ
る
と
の
諦
め
の
も
と
、
運
動
と
は
無
縁
な

生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。周
囲
か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
決
意
に
至
る
の
で
す
が
、

仕
事
は
苦
に
な
ら
な
く
て
も
こ
れ
ば
か
り
は
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
決
心
で
な
い
と
始
め
ら

れ
な
い
。
家
で
相
談
し
て
み
る
と
案
の
定
『
青
天
の
霹
靂
』
で
、車
通
勤
で
歩
か
な
い
私
を
見
て
「
足

が
無
く
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
家
族
は
大
騒
ぎ
で
し
た
。

　

意
を
決
し
て
ス
ク
ー
ル
へ
！

　

予
想
通
り
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
体
の
動
き
に
今
日
出
来
て
も
次
に
は
出
来
な
い
、

悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
す
。
コ
ー
ス
に
出
れ
ば
飛
ば
そ
う
と
余
計
に
力
が
入
っ
て
し
ま
う
の
か
、
ボ
ー

ル
は
意
図
し
な
い
方
向
へ
…
。
理
論
と
同
時
に
メ
ン
タ
ル
な
面
が
大
き
く
求
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
の
快
感
、
人
と
の
交
流
や
話
題
の
広
が
り
な
ど

経
験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
随
分
と
あ
り
、
多
く
の
人
が
夢
中
に
な
る
気
持
ち
も
理
解

で
き
ま
し
た
。
今
で
は
始
め
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
を
一
緒
に
回
っ
て
下
さ
る
心
優
し
い
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り
で
申
し
訳

な
い
次
第
で
す
が
、
仕
事
と
も
ど
も
練
習
に
精
を
出
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
愛
想
を
つ

か
さ
ず
お
付
き
合
い
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

《
意
外
な
こ
と
》兵

庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

専
務
理
事　

里 

　
昭 

彦
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
◎　
２
０
１
３
年
度
（
第
28
回
）
漁
協
運
動
功
労
者
表
彰	

受
章

　
Ｊ
Ｆ
富
島　
代
表
理
事
組
合
長　
小こ

西に
し 

正ま
さ
治じ 

氏

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
、
3
月
5
日
（
火
）
に
２
０
１
３
年
度 

漁
協
運
動
功
労

者
34
人
を
決
定
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
Ｊ
Ｆ
富
島 

代
表
理
事
組
合
長 

小
西 

正
治
氏
が
「
組
合
役

員
就
任
後
、
38
年
間
に
わ
た
り
組
合
事
業
の
円
滑
運
営
に
努
め
、
代
表
理
事

就
任
後
は
的
確
な
判
断
と
卓
越
し
た
行
動
力
で
組
合
の
経
営
基
盤
強
化
に
貢

献
」、「
本
県
水
産
系
統
団
体
の
要
職
に
就
き
、
水
産
業
の
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
」
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
お
こ
と
わ
り
】

　
小
西 

正
治
氏
は
３
月
19
日
（
火
）
の
Ｊ
Ｆ
富
島
通
常
総
会
で
組
合
長
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
記
事
は
受
賞
確
定
時
の
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
職
名
の
ま
ま
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
但
馬
地
区
の
冬
の
主
幹
漁
業
で
あ
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
漁
が
３
月
20
日
（
水
）
で
漁
期
を
終
え
、

最
終
セ
リ
が
21
日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
漁
期
の
総
漁
獲
量
は
１
、２
３
１
ト
ン（
前

年
比
87・８
％
）
で
、オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）・

メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）・
ミ
ズ
ガ
ニ
（
若
松

葉
ガ
ニ
）
の
漁
獲
量
は
そ
れ
ぞ
れ
４
６
１
ト
ン

（
前
年
比
93
・
２
％
）・
５
９
４
ト
ン
（
前
年
比

99
・
３
％
）・
１
７
５
ト
ン
（
前
年
比
56
・
９
％
）

で
し
た
。

　
特
に
、
１
月
か
ら
解
禁
し
た
ミ
ズ
ガ
ニ
は
、

ホ
タ
ル
イ
カ
の
好
漁
に
よ
り
、
カ
ニ
よ
り
も
ホ

タ
ル
イ
カ
漁
を
選
択
し
た
操
業
が
多
か
っ
た
た

め
、
大
き
く
水
揚
げ
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
総
漁
獲
金
額
に
つ
い
て
は
、
漁
獲
量
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
の
カ
ニ
も
単
価
は
上
が

り
ま
し
た
が
31
億
２
千
９
百
万
円
（
前
年
比
約

98
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

但馬地区ズワイガニ漁終了

小
西 

正
治
氏
（
Ｊ
Ｆ
富
島
）
が

　

漁
協
運
動
功
労
者
表
彰
を

 

受
章
さ
れ
ま
し
た
！

小西　正治　氏

ＪＦ兵庫漁連 但馬支所

新ＪＦ組合長のご紹介
　平成 25 年１月～３月までの間に、新たにＪＦ組合長に就任された方の御名前をご紹介させていただきます。

●ＪＦ東由良町 代表理事組合長（前）森下 登氏→（新・３月９日就任）須賀 正信氏●ＪＦ富島 代表理
事組合長（前）小西 正治氏→（新・３月 21 日就任）田中 孝氏●ＪＦ湊 代表理事組合長（前）平石 剛
敏氏→（新・３月 16 日就任）杉谷 富弘氏

　　※㈶兵庫県水産振興基金確認分



4

各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
生
協
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ
・
森
林
組
合
で
構
成
す
る
兵

庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
は
、

２
０
０
８
年
度
よ
り
「
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
協
同
組
合
研
究
交

流
会
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
昨
年
度
か
ら
“
協
同
組
合
”
の
現
場
を
見
学
し
、

生
産
者
・
消
費
者
間
の
交
流
を
深
め
る
内
容
の
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
漁
業
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
９
日（
土
）、明
石
市
の
兵
庫
県
水
産
会
館
に
は
、

県
内
各
地
か
ら
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
生
協
等
の
生

産
者
・
組
合
員
ら
合
わ
せ
て
約
70
名
が
集
ま
る
な
か
、

午
前
の
魚
料
理
教
室
に
続
き
、
午
後
に
は
講
演
、
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
魚
料
理
実
習
を
行
っ
た
同
会

館
４
階
の
調
理
実
習
室
は
、
通
常

行
っ
て
い
る
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
料
理

教
室
の
３
倍
以
上
と
な
る
参
加
者

が
入
り
満
員
の
状
態
で
し
た
。
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

隅
谷 

翠
主
任
か
ら

イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
、
イ
カ
ナ
ゴ

ハ
ン
バ
ー
グ
を
、
田
中 

久
善
次
長

か
ら
は
カ
キ
の
殻
む
き
の
実
演
が

あ
り
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
調
理
を
し
て
い
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
炊
き
立
て

の
ご
飯
と
味
噌
汁
と
と
も
に
昼
食
に
出

さ
れ
、
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

戎
本 

裕
明
組

合
長
よ
り
「“
イ
カ
ナ
ゴ
”
か
ら
考
え

る
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
瀬
戸
内
海
の
環

境
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
イ
カ
ナ

ゴ
漁
の
紹
介
を
と
お
し
て
、
瀬
戸
内
海

側
の
漁
場
環
境
や
、
漁
業
に
求
め
ら
れ

る
多
面
的
機
能
の
紹
介
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
、
戎
本
組
合
長

は
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
「
と
に
か
く

儲
か
る
よ
う
に
す
る
。そ
の
た
め
に
現
在
、漁
業
に
携
っ

て
い
る
我
々
が
全
力
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
」と
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
７
班
に
分
か
れ

た
と
こ
ろ
に
漁
業
者
が
１
人
ず
つ
入
り
、
様
々
な
質
問

に
答
え
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ
ん

か
ら
熱
心
な
質
問
を
受
け
、
漁
業
者
か
ら
も
「
魚
は
高

い
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
を
す
る
な
ど
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
漁
業
に
対
し
て
理
解
が
深

ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
次
回
は
農
業
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ＪＦ兵庫漁連

　
Ｊ
Ｆ
浜
坂
町
（
川
越 

一
男
組
合
長
）
で
は
、

鮮
度
の
良
い
生
ホ
タ
ル

イ
カ
な
ら
で
は
の
味

を
、
消
費
者
に
届
け
る

た
め
の
商
品
「
浜
ほ
た

る
」
の
ス
ー
パ
ー
へ
の

直
接
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
家
庭
で
手
軽
に

茹
で
た
り
佃
煮
に
で
き

る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
始

ま
っ
た
こ
の
取
組
み
は
、今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
夜
、
水
揚
げ
後
、
船
上
で
ナ
イ
ロ
ン
チ
ュ
ー
ブ
に
詰

め
て
冷
却
さ
れ
た
「
浜
ほ
た
る
」
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ば
れ
翌
朝
に
は
神
戸
・
姫
路

方
面
の
店
舗
に
並
べ
ら
れ
ま

す
。
今
年
も
イ
オ
ン
や
コ
ー

プ
こ
う
べ
に
同
Ｊ
Ｆ
職
員
が

出
張
し
、
Ｐ
Ｒ
や
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
店
頭
販
売

に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
足
を

止
め
、
春
を
告
げ
る
風
物
詩

と
し
て
「
浜
ほ
た
る
」
は
消

費
者
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

但
馬
支
所

「
浜
ほ
た
る
」の

 

出
荷
が
始
ま
る
！

　

～
Ｊ
Ｆ
浜
坂
町
職
員
が
Ｐ
Ｒ
～

カキの殻むき実習の様子

この日調理した明石ダコのマリネ、
坂越産カキを使った酢がき、イカナゴのくぎ煮、
イカナゴハンバーグ（手前から）

様々な漁業の話を披露された戎本組合長

店舗での販売の様子

会場の調理実習室は満員！

兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会
　～兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会～
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１
月
１
日
付
け
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
由
良
町
漁
業
協
同
組

合
（
武
田 

政
和
組
合
長
）
は
、
３
月
30
日
（
土
）、
事
務
所
の
上

棟
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
、
新
Ｊ
Ｆ
役
員
を
は
じ
め
洲
本
市 

竹
内 

通
弘
市
長
ら
市
の
関
係
者
が
出
席
し
、
神
事
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
上
棟
式
は
、
旧
Ｊ
Ｆ
由
良
町
中
央
の
事
務
所

だ
っ
た
建
物
の
二
階
部
分
（
約
20
坪
）
を
増
築
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
神
事
の

あ
と
、上
棟
式
と
新
生「
由

良
町
漁
業
協
同
組
合
」
の

お
披
露
目
を
か
ね
て
、
盛

大
に
餅
ま
き
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
施
設
の
完

成
は
５
月
下
旬
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（ 

写
真
提
供
：
㈱
淡
路
島

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
）

　
４
月
３
日
（
水
）、
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
の

第
３
回
勉
強
会
が
自
由
民
主
党
本
部
で
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
議
連
参
加
議
員
28
名（
代
理
を
含
む
）は
、

瀬
戸
内
海
に
お
け
る
漁
業
な
ら
び
に
養
殖
業
の
現
状

に
つ
い
て
水
産
庁
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
活
発

な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
の
声
を
直
接

聞
く
目
的
で
、
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
関
係
者

12
名
も
同
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、
事
務
局
長
を
務
め
る
末
松 
信
介
参

議
院
議
員
（
兵
庫
）
は
「
時
代
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
中
で
、
瀬
戸
内
法
は
制
定
さ
れ
て
40
年
が
経
過

す
る
。
こ
の
間
、
海
に
は
大
き
な
変
化
が
出
て
き
て

い
る
。
昭
和
35
年
当
時
か
ら
藻
場
は
72
％
減
少
、
干

潟
も
42
％
減
少
し
、
ノ
リ
や
魚
な
ど
漁
業
環
境
は
悪

化
し
て
い
る
。
こ
の
議
員
連
盟
は
瀬
戸
内
海
の
再
生

の
た
め
、
ど
う
い
う
法
律
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
魚

が
減
っ
て
い
る
こ
と
と
栄
養
塩
は
ど
う
い
う
関
わ
り

が
あ
る
の
か
、
生
物
多
様
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
を

議
論
し
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
改
正

に
関
し
て
研
究
を
深

め
る
会
で
あ
る
の

で
、
皆
さ
ん
の
活
発

な
議
論
を
お
願
い
し

た
い
。」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
水
産
庁
増
殖
推

進
部 

香
川
部
長
か

ら
、
瀬
戸
内
海
に
お

け
る
漁
業
・
養
殖
業

の
生
産
量
の
推
移
や

資
源
状
況
、
赤
潮
発

生
状
況
、
貧
栄
養
に

よ
る
ノ
リ
の
色
落
ち

の
状
況
並
び
に
資
源

増
大
へ
の
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
か
ら
は
「
資

源
が
増
え
て
い
る
魚
種
が
あ
る
も
の
の
、
殆
ど
の
魚
種

の
漁
獲
量
は
激
減
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
の
漁
業
に
明

る
い
将
来
は
な
い
。」
と
、
資
源
状
態
が
極
め
て
悪
化

し
て
い
る
漁
業
の
困
窮
を
訴
え
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
議
員
か
ら
は
「
魚
介
類
が
減
少
し
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
、
具
体
的
な
対
策
を
示
し
た
上
で
、
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
行
う
べ
き
」
と
の
意
見
や
、

広
島
に
あ
る
大
型
水
理
模
型
実
験
施
設
の
活
用
な
ど
を

例
に
挙
げ
「
行
政
は
何
を
し
て
い
る
の
か
。
水
産
庁
、

国
交
省
、
環
境
省
は
縦
割
り
意
識
を
無
く
し
、
連
携
し

て
瀬
戸
内
海
再
生
に
思
い
き
っ
た
施
策
を
講
ず
べ
き
で

あ
り
、
各
省
庁
の
議
論
ば
か
り
で
前
に
進
ま
な
い
と
い

う
弊
害
を
無
く
せ
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
末
松
議
員
は
今
後
の
議
員
連
盟
の
進
め

方
と
し
て
「
有
識
者
並
び
に
地
元
府
県
知
事
の
意
見

を
聞
く
た
め
の
勉
強
会
を
１
回
ず
つ
開
催
し
た
上

で
、
具
体
策
の
議
論
に
移
り
た
い
」
と
の
意
向
を
示

し
、
会
議
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟 

第
３
回
勉
強
会
開
催
さ
れ
る
!!

 
事
務
局
長･

末
松 

信
介
参
議
院
議
員
が
会
議
を
リ
ー
ド

▲上棟式の神事の様子

新生ＪＦ由良町　組合事務所上棟式を開催

挨拶を行う末松議員（左）

▼餅まきには大勢の方が集まりました
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
、
昨
年
４
月
か
ら
独
自
に
開
発
し
、
改

良
を
重
ね
た
浮
力
合
羽
。

　
こ
の
度
、
こ
の
浮
力
合
羽
を
着
用
し
て
い
て
救
助
さ
れ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
情
報
を
得
て
、
取
材
を
申
し
込
ん

だ
と
こ
ろ
「
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
な
ら
」
と
快
諾
を
頂
き

ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
で
船
曳
網
漁

業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
古
川 

末
吉
さ
ん
（
54
才
）。
古
川
さ

ん
に
よ
る
と
、
そ
の
日
は
、
波
も
な
く
穏
や
か
で
、
い
つ
も

の
よ
う
に
出
港
。
午
前
６
時
頃
、
明
石
海
峡
３
号
ブ
イ
付
近

の
漁
場
に
到
着
。
落
水
し
た
の
は
、
網
の
投
入
作
業
時
の
こ

と
で
、
潮
の
流
れ
と
船
の
行
き
足
の
影
響
で
、
勢
い
よ
く
フ

ロ
ー
ト
が
飛
ん
で
き
て
、
そ
の
は
ず
み
で
背
中
か
ら
落
水
し

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
、
浮
力
合
羽
を
着

て
い
た
お
か
げ
で
、
体
は
海
中
に
沈
ま
ず
、
海
面
に
叩
き
つ

け
ら
れ
た
状
態
に
な
り
、
そ
の
反
動
で
目
の
前
の
、
船
の
ペ

ン
ド
ル
に
掴
ま
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
で
す
。
潮
流
の
速
い

と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
流
さ
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
仲
間
に
引
き
揚
げ
ら
れ
事
な
き
を
得
ま
し
た
。
古
川
さ

ん
は
「
こ
の
合
羽
の
お
か
げ
で
海
中
に
沈
ま
な
か
っ
た
。
髪

も
ほ
と
ん
ど
濡
れ
な
か
っ
た
程
。
も
し
流
さ
れ
て
も
浮
い
て

い
た
と
思
う
が
、
着
て
い
な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す

る
。
間
違
い
な
く
流
さ
れ
て
沈
ん
で
い
た
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、同
席
さ
れ
て
い
た
同
Ｊ
Ｆ 

東
根 

壽
組
合
長
は
「
組

合
の
船
曳
網
協
議
会
で
浮
力
合
羽
の
着
用
を
義
務
付
け
て
い

る
の
で
、
今
は
全
員
が
着
用
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
そ
の

取
組
み
が
功
を
奏
し
た
形
と
な
り
ま
し
た
。古
川
さ
ん
は「
以

前
、
使
っ
て
い
た
ベ
ル
ト
式
救
命
具
は
、
バ
ッ
ク
ル
の
部
分

が
網
に
引
っ
か
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
合
羽
で
は
問

題
な
い
。
は
じ
め
は
窮
屈
に
思
え
た
が
、
慣
れ
れ
ば
気
に
な

ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
は
、
日
常
の
作
業
の
中
に
常
に
危
険
が
潜
ん

で
お
り
、
そ
の
備
え
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。
最
後
に
、
古
川
さ
ん
の
ご
厚
意
で
取
材
を
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
取
材
へ
の
ご
配
慮
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
同
Ｊ
Ｆ 

東
根
組
合
長
、
長
野 

達
矢

参
事
に
こ
の
紙
面
を
借
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

浮力合羽を手にする古川さん

浮
力
合
羽
着
用
で
助
か
っ
た
命

　

～
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

古
川
さ
ん
が
取
材
協
力
～

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
は
、
海
中
転
落
に
よ
る
海
難
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
中
で
、
昨
年
４
月
か
ら
独
自
に
開

発
・
改
良
を
重
ね
た
浮
力
合
羽
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
約
２
、１
０
０
着
の
販
売
が
な
さ
れ
、

今
後
も
海
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
浮
力
合
羽
の
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

各
Ｊ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連	

資
材
部

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８
︱
９
４
２
︱
９
２
７
２
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ＪＦ兵庫漁連職員による浮力合羽の実演
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

広
報
部

「
ぷ
り
っ
ぷ
り
っ
！
ア
サ
リ
の
旬
を
味
わ
お
う
！
」

　

～
西
宮
市
貝
類
館
で
料
理
教
室
を
開
催
～

　
３
月
24
日
（
日
）、
西
宮
市
貝
類
館
の
主
催

に
よ
る
料
理
教
室
「
ぷ
り
っ
ぷ
り
っ
！
ア
サ
リ

の
旬
を
味
わ
お
う
！
」
が
西
宮
市
貝
類
館
に
隣

接
す
る
西
宮
浜
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ

室
津 

中
川 

照
央
組
合
長
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
（
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
が
講

師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
に
先
立
ち
、ま
ず
、漁
連
担
当
者
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
か
つ
て
瀬
戸
内
海
は
宝
の
海

だ
っ
た
」
を
使
い
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
と
漁
業

者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
続
い
て

Ｊ
Ｆ
室
津
の
中
川
組
合
長
よ
り
Ｊ
Ｆ
室
津
に
お

け
る
ア
サ
リ
養
殖
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
室
津
の
あ
さ
り
を
使
っ
た

調
理
実
習
は
、
同
漁
連
シ
ー
ト

ク
ラ
ブ 

隅
谷 

翠
主
任
が
講
師

を
務
め
、
ア
サ
リ
飯
・
ア
サ
リ

の
酒
蒸
し
な
ど
ア
サ
リ
料
理

の
ほ
か
、
日
本
海
で
旬
を
迎
え

た
ホ
タ
ル
イ
カ
を
使
っ
た
サ

ラ
ダ
の
調
理
を
実
演
し
ま
し

た
。
調
理
中
に
、
参
加
者
か
ら

ア
サ
リ
に
つ
い
て
の
質
問
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
に
中
川
組
合

長
・
隅
谷
主
任
が
回
答
す
る
形

で
進
行
し
ま
し
た
。

　
試
食
の
際
に
は
、
漁
連
担
当

者
か
ら
、
日
本
海
の
ホ
タ
ル
イ

カ
と
、
兵
庫
の
ノ
リ
養
殖
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
ア
サ
リ
を
扱
っ
た
今
回

の
教
室
。
参
加
者
は
室
津
の
ア
サ
リ
の
大
き
さ

に
驚
き
、
味
に
感
動
し
た
よ
う
で
す
。
参
加
者

か
ら
「
ど
こ
で
こ
の
ア
サ
リ
を
購
入
出
来
る
の

か
」
と
い
う
質
問
が
相
次
ぎ
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

カ
ン
カ
ン
隊
「
と
れ
ぴ
ち
号
」
の
出
店
状
況
を

伝
え
る
と
、
後
日
、
早
速
購
入
さ
れ
た
そ
う
で

す
。旬
の
ア
サ
リ
を
存
分
に
堪
能
し
て
も
ら
え
、

終
始
笑
顔
が
見
ら
れ
る
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
（
日
）、
明
石
市
の
当
津

会
館
に
お
い
て
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
（
戎
本 

裕
明
組
合
長
）
が
、
神
戸
運
輸
監
理
部 

筒
井 

宣
利
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
等
を
主
な

内
容
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
、
会
場
に
は
約
１
０
０
人
も

の
受
講
者
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
戎
本
組
合
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
筒
井
講
師
よ
り
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
に
関
す
る
法
律
の
説
明
の

他
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

は
「
命
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
掛
け
ら
れ
、
参
加
者
ら
が
自
ら
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
重
要
性

に
気
付
き
、
着
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は

多
く
の
方
が
、
見
本
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
手
に
質
問
す
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
・
共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
・
兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険

組
合
・（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
・
㈶
兵
庫
県
水
産

振
興
基
金
の
系
統
５
団
体

は
、
開
催
の
要
望
の
あ
っ

た
Ｊ
Ｆ
と
共
に
「
海
上
安

全
講
習
会
」
を
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
取
組

み
開
始
後
約
３
年
間
で
、

県
内
で
の
べ
約
１
、４
０
０

名
も
の
皆
さ
ん
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

各
地
で
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
開
催
を
希
望
さ
れ

る
Ｊ
Ｆ
は　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

指
導
部
（
０
７
８
︱

９
４
０
︱
８
０
１
３
）
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

命を守る運動「海上安全講習会」
　～ＪＦ明石浦で開催～

会場には多くの漁業者が詰め掛けました

膨張式ライフジャケットの実演風景

アサリについて講演される中川組合長

▶ アサリ、ホタルイカ、 
ノリと参加者は 
大満足でした！
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
淡
路
島
に
春
を
告
げ
、
１
年
間
の
大
漁･

豊
作
を
祈
願
す
る
「
浦
祈
祷
祈
願
祭
」（
主

催
：
石
屋
恵
比
寿
舞
奉
賛
会
）
が
、
３
月
10

日
（
日
）、
淡
路
市
岩
屋
の
石
屋
神
社
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
（
東

根 

壽
組
合
長
）
は
、船
渡
御
（
海
上
パ
レ
ー

ド
）
や
、
参
拝
者
ら
へ
の
振
舞
料
理
の
提
供

を
す
る
な
ど
の
協
力
を
行
い
、
や
や
荒
れ
気

味
の
天
候
で
し
た
が
町
は
活
気
に
満
ち
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
殿
で
の
祈
祷
祈
願
の
後
に
つ
づ
き
、
海

上
パ
レ
ー
ド
で
は
恵
比
寿
様
と
神
輿
を
乗
せ

た
漁
船
の
ほ
か
、
見
学
者
40
名
が
４
隻
の
漁

船
に
分
乗
し
ま
し
た
。当
日
の
天
気
は
雨
で
、

し
か
も
見
学
者
か
ら
「
こ
ん
な
天
気
で
も
船

を
出
す
な
ん
て
、漁
師
さ
ん
も
大
変
で
す
ね
」

と
の
声
も
上
が
る
よ
う
な
強
風
で
、
開
催
は

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
出
航
で
き
、

タ
イ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
昼
に
は
、
つ
け
焼
き
の
フ
ル
セ
を
使
っ
た

ノ
リ
巻
き
や
、
ク
チ
ジ
ャ
コ
（
グ
チ
）・
ス

ズ
キ
・
サ
ザ
エ
を
使
っ
た
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
が

振
舞
料
理
（
約
３
０
０
人
分
）
と
し
て
無
料

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
、

釜
揚
げ
、
カ
ナ
ギ
チ
リ
メ
ン
の
即
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
フ
ル
セ
の
ノ
リ
巻
き
の
評
判
が

大
変
良
く
、
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
も
早
々
に
提
供

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
江
戸
時
代
中
期
に
始
ま
っ
た
と

さ
れ
、
豊
漁
を
祈
願
す
る
浜
芝
居
「
恵
比
寿

舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
根
組
合
長
に

よ
る
と
、
地
元
で
「
で
こ
芝
居
」
と
い
わ

れ
る
人
形
で
行
っ
て
い
た
も
の
が
途
絶
え
、

１
９
８
０
年
頃
に
人
形
の
代
わ
り
に
人
が
演

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
近
年

は
後
継
者
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
石
屋

神
社
の
氏
子
で
同
Ｊ
Ｆ
の
組
合
員
が
研
修
を

経
て
、こ
の
度
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

狩
衣
を
着
て
釣
竿
を
担
い
だ
エ
ビ
ス
様
が
、

庄
屋
の
家
で
接
待
を
受
け
、
酒
を
飲
み
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
魚
の
名
前
を
挙
げ
て
豊
漁
を

祈
り
、
最
後
に
酔
っ
た
エ
ビ
ス
様
が
舞
を
納

め
、
船
か
ら
タ
イ
を
釣
り
上
げ
て
「
め
で
た

し
、め
で
た
し
」
で
終
わ
る
と
い
う
も
の
で
、

久
し
ぶ
り
の
浜
芝
居
に
見
学
者
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ｆ
は
従
来
か
ら
の
船
を
出
す
と
い
っ

た
協
力
に
加
え
、
今
回
、
振
舞
料
理
の
提
供

な
ど
新
た
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、

東
根
組
合
長
は
「
伝
統
文
化
を
通
じ
て
、
町

の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
岩
屋
の
魚

の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
、

同
Ｊ
Ｆ 

新
居 

只
吉
筆
頭
理
事
は
「
今
年
の

経
験
を
活
か
し
、
来
年
以
降
は
よ
り
一
層
盛

り
上
げ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

㈶
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

淡
路
市
岩
屋
で

　
「
浦
祈
祷
祈
願
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た　

　
　
　

～
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
が
協
力
～

エビス様を乗せて海上パレード

無料配布に長い列が出来ました

２年ぶりの浜芝居

（ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
提
供
は
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋

で
す
）
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農政環境部農林水産局水産課 職員配席図

漁場整備係 課　付水産業専門技術員

漁政係

漁場整備係

水産業
専門技術員
　ま　なべ
眞　鍋

（内4152）
362ー9230

課長補佐兼
漁場整備係長
やま　した
山　下

（内4163）
362ー3480

水産業専門技術員

副課長

一　幡
（内4151）
362ー9228

副課長（事務）

課　長

  こ　ばやし
小　林

（内4150）
362ー9229

水産課長

資源増殖室長

こん　どういち　まん
近　藤

（内4149）
362ー3475

資源増殖室長

くわ　ばら
桑　原

主　査職　員
もり　もと
森　本

（内4164）

日々雇用
あま　　だ
天　田

主　査
ふじ

（内4163）

藤
（内4167）

職　員
ひさご
瓢

主　査
おお   いし
大　石

（内4160）

主　査
うお  ずみ
魚　住

（内4169）

主　任
やま じょう
山　條

（内4161）

嘱　託
どう きゅう
道　休

主　査
はん   ざわ
半　澤

（内4153）

嘱　託

日々雇用
いけ   だ 
池　田

主　査
 みなみ やま
南　山

（内4155）

職　員
たけ    の 
竹　野

主　査
おお　の
大　野

（内4156）

嘱　託
さ　  の
佐　野

主　査
とう　いち
東　一

職　員
たか　ひら
髙　平

課　付

副課長

 たか　ぎ
髙　木

（内4166）
362ー3481

副課長（技術）

課長補佐兼
組合指導係長
 もち　づき
望　月

（内4159）
362ー3478

組合指導係

課長補佐兼
漁政係長
なか   ぎし
中　岸

（内4154）
362－3476

つじ

機関長

辻
かく　　た

はやたか船長

角　田

漁政係  瀬戸内海海区漁業調整委員会事務局兼務

入　口 入　口

組合指導係

建設係長

山　内
（内4179）
(直)362－3485

主　査

久　米

主　査

岡　部
（内4178）
主　査

久　米
（内4178）  FAX. 

362－3968
（内6768）

主　査

三　井
（内4180）

松　岡

主　査

岩　佐
（内4182）
漁港施設専門員

橋 本（静）
（内4184）

主　査

久　米
（内4178）

日々雇用

野　原

応
　
接

課長補佐兼計画係長

大　西
（内4177）
(直)362－3484

副課長兼構造改善係長

平　石
（内4174）
(直)362－9233

副課長兼管理係長

橋 本（清）
（内4173）

(直) 362－9232

課　長

林
（内4172）

(直) 362－3482

建設係 計画係 構造改善係 管理係

建設係 管理係漁港課長構造改善係計画係

漁港課 職員配席図

入　口

ＦＡＸ.362－3920
（内6720）

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

テ
ー
ブ
ル

応接

①漁場整備開発事業に関すること
②豊かな海の再生に関すること
③漁場環境の保全に関すること
④離島漁業の支援に関すること
⑤水産物の安全確保に関すること
⑥保護水面の管理に関すること

①沿岸漁業等に関する調査研究及び普及指導員の資質
向上に関すること
②水産業改良普及に関すること
③水産物の加工流通に関すること
④栽培漁業の推進に関すること
⑤養殖業の振興に関すること
⑥水産新分野の開発に関すること
⑦（公財）ひょうご豊かな海づくり協会に関すること
⑧水産関係統計に関すること

①課業務の総合調整及び庶務に関するこ
と
②総務課との連絡に関すること
③文書及び公印の管守に関すること
④但馬水産事務所との連絡調整に関する
こと
⑤課内各係に属さないこと

①水産業協同組合の指導、監督に関すること
②漁業協同組合の経営基盤強化に関すること
③漁業協同組合の合併推進に関すること
④水産制度金融、漁業共済、漁業信用保証に関すること
⑤産地卸売市場に関すること
⑥漁業の担い手対策に関すること
⑦㈶兵庫県水産振興基金に関すること

①水産行政の企画立案及び調整に関すること
②漁場計画立案及び漁業の免許登録に関すること
③漁業の許可及び漁業調整に関すること
④水産資源管理対策に関すること
⑤内水面漁業の振興に関すること
⑥海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会
に関すること

⑦漁船の建造等の許可、登録、及び積量の
測度に関すること
⑧漁業取締りに関すること
⑨漁船損害等補償法、遊漁船業、観光漁業、
漁業無線局に関すること
⑩災害による被害等情報に関すること
⑪海洋開発事業と漁業の調整に関すること

中　多
（内4176）

日々雇用

西　野

主　査

長　尾
（内4175）

嘱託員

大　森

①県管理の漁港及び漁港
海岸事業の実施に関す
ること。
②市町管理の漁港及び漁
港海岸事業の指導監督
に関すること。
③漁港の災害復旧に関す
ること。

①漁港及び漁港海岸の
整備計画及び調査に
関すること。
②漁港施設用地の計画
及び調査に関するこ
と。
③海岸統計に関するこ
と。

①漁業構造改善事業に関すること。
②水産物の流通加工対策に関すること。
③共同利用施設の管理運営に関すること。
④共同利用施設の災害復旧に関すること。
⑤漁港漁村における地域活性化施策推進
に関すること。
⑥漁港港勢調査に関すること。

①漁港、漁港海岸利用の占使用事務に関すること。
②漁港及び海岸保全区域における国有財産に関すること。
③県営漁港財産の取得、管理及び処分に関すること。
④漁港及び漁港海岸の指定及び管理に関すること。
⑤漁港及び漁港海岸の事業事務に関すること。
⑥プレジャーボート対策の総合調整に関すること。
⑦文書及び公印の管守に関すること。
⑧課内各係に属さないこと。

さい   た
税　田

尾　島

平成25年4月1日現在

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図



10

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡバンク兵庫は２月23日（土）、「小学生の
環境チャレンジ発表大会」を神戸市西区の流通科
学大学「ＲＹＵＫＡホール」で開催しました。
　今年度で５回目となる同大会は、ＪＡバンク
兵庫が取り組む「小学生の環境保全教育応援事
業」の一環として行われたもので、同事業の趣旨
に賛同し、環境活動実践に応募があった県内小学
校331校の中から積極的な取り組みを行っている
10校の、児童・保護者ら約600人が参加し、各
小学校による環境活動体験発表が行われました。
　今年度のコンセプトは「自然環境を大切にする
取り組み（体験）を明るく、楽しく発表し、環境の
輪を広げよう！」。参加した児童たちは、ホタルの
飼育や里山の観察のほか、米づくりや地元特産品の
栽培を通じた地域の方々との交流など幅広いテーマ
で、環境活動の取り組みを元気に発表しました。

小 学 校 名 テ　ー　マ

三 木 市 立 別 所 小 学 校 わんぱく探検隊
～ハーブでつなぐ人と環境～

神 戸 市 立 池 田 小 学 校 自給自足にチャレンジ！ 
～給食の材料を自分たちの手で～

神戸市立太山寺小学校 ホタルがすむ豊かな自然を守って
いこう

高 砂 市 立 北 浜 小 学 校 守ろう、里山の自然 
一本松のわたしたちの森

丹 波 市 立 西 小 学 校 地球のためにリサイクル
朝 来 市 立 中 川 小 学 校 大切なおくりもの ～岩津ねぎ～
南あわじ市立松帆小学校 僕たちの誇り ～米作りに挑戦～

佐 用 町 立 上 月 小 学 校
身近な自然と環境を考えよう 
～ ホタルとオオサンショウウオが

いる町～
宍 粟 市 立 波 賀 小 学 校 森に学び、森の恵を感じる学校

加 西 市 立 泉 小 学 校
大発見！ 石部の杜たんけんたい 
～ 自然とふれあい、いろいろな
　生命をみつめよう～

　生活協同組合コープ自然派兵庫は、１月23
日（水）神戸市西区民センターにて『マクロビ
オティックとは!? ～講座編～』を開催しました。
講師はマクロビオティックの勉強を始めて10年
になる古川 昌代さんで、寒いなか、小さなお子
さまを含む16名が参加し、関心の高さを伺わせ
ました。
　古川講師は「MACRO（マクロ＝おおきな）＋
BIO（ビオ＝生命）＋TIQUE（ティック＝術）」
は単なる健康法ではなく“哲学”として捉え、私
たちの生活に、その基本的な考え方を取り入れる
ための様々なヒントをお話頂きました。なかでも

「極端に走らない」「バランスを取る」「長い目で
見る」ことが大切と繰り返し話されました。
　受講後の感想としては「これまでの食事や生活
を振り返る良いきっかけになった」、「無理をせず、
少しずつできることを取り入れていこうと思っ
た」などのほか、講師の古川さんのお人柄、生き
方に魅かれたという方も多かったようです。
　なお、続編として「マクロビオティック料理入
門編」を５月に開催する予定です。

「ＪＡバンク兵庫 小学生の
環境チャレンジ発表大会」開催
～県内10小学校の児童らが　

 環境活動の成果を発表～

マクロビオティックとは!?
～講座編～

元気よく発表する児童たち

お詫び

３月発行の拓水第677号で下記について表記に誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正して、お詫び申し上げます。

　　14頁下部　「キッズキッチンにおいでよ！撮影終了しました」の写真キャプション

　　　　誤  ○○○ 西本 丞乃輔くん　→　正 ○○○  西本 潤之丞くん
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兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
協
同
組
合
研
究
・
交
流
会
出
席
と

 

「
漁
業
共
済
」・「
海
上
安
全
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　
３
月
の
大
輪
田
塾
は
９
日（
土
）に
認
証
講
座
、26
日（
火
）に
通

常
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
日
開
催
の
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
主
催
に
よ
る「
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
協
同
組
合

研
究
・
交
流
会
」に
は
塾
生
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
４
頁
記
事
参

照
）意
見
交
換
で
塾
生
は
、各
班
に
漁
業
者
代
表
と
し
て
入
り
、参

加
者
か
ら
出
さ
れ
た
漁
業
へ
の
質
問
に
回
答
し
ま
し
た
。普
段
、消

費
者
と
の
交
流
が
少
な
い
な
か
、出
さ
れ
た
質
問
に
新
し
い
発
見
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
26
日（
火
）の
通
常
講
座
は
、「
漁
業
共
済
に
つ
い
て
」と「
あ
な

た
は
人
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か  

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
例
か
ら
～
」の
２
課
題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
漁
業
共
済
に
つ
い
て
」は
Ｊ
Ｆ
ぎ
ょ
さ
い
兵
庫 

福

本 

好
宏
参
事
と
猿
橋 

孝
治
室
長
が
講
義
を
行
い
ま
し

た
。先
ず
福
本
参
事
が
、共
済
の
成
り
立
ち
か
ら
、組

織
や
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
た
あ
と
、猿

橋
室
長
は
新
積
み
立
て
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、塾
生
は
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
続
く「
あ
な
た
は
人
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か 

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
か
ら
～
」で
は
神

戸
運
輸
監
理
部 

筒
井 

宣
利
課
長
が
講
義
を
行
い
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
“
命
を
守
る
運
動
”「
海
上
安
全
講
習
会
」

の
講
師
と
し
て
各
Ｊ
Ｆ
を
巡
回
さ
れ
、
人
事
院
メ
ン

タ
ー
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
持
つ
筒
井
講

師
は
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
な
い
心
理
や
、

人
に
物
事
を
伝
え
る
難
し
さ
、伝
え
る
コ
ツ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。講
義
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

な
ど
を
体
験
す
る
実
習
を
行
う
な
ど
、通
常
の
座
学
と

は
や
や
趣
の
違
っ
た
も
の
と
な
り
、塾
生
ら
参
加
者
は

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

००
写真と文

༡ํࢠあかん・かんにん

◆
「
急
（
せ
）え
て
急
（
せ
）か
ん
」と
は
、
急
ぐ
よ
う
で
急
が
な
い
意

味
だ
が
、
実
際
は
余
り
ゆ
っ
く
り
し
て
お
れ
な
い
と
婉
曲
に
言
っ

て
い
る
。
こ
う
い
う
仕
事
を
請
け
負
っ
た
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
仕

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
西
弁
の
判
り
難
い
面
白
さ
だ
ろ
う
。

「
あ
か
ん
・
か
ん
に
ん
」は
関
西
で
普
通
に
使
う
言
葉
だ
が
、
人
を

強
く
責
め
る
時
も
、
謝
る
時
に
も
少
し
調
子
を
変
え
れ
ば
良
い
し
、

ま
た
Ｎ
Ｏ
の
意
味
に
も
使
え
て
重
宝
な
言
葉
に
違
い
な
い
。
ア
カ

ン
は
「
あ
く
」の
否
定
語
だ
が
、
埒
が
あ
く
・
扉
が
あ
く
等
、
可
能

が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
も
使
う
。
も
う
駄
目
で
す
は
「
ア
カ
ヘ

ン
、
ア
キ
マ
ヘ
ン
」に
な
る
。

◆
或
る
夫
婦
喧
嘩
で『
ア
ホ
ぬ
か
せ
っ
、こ
の
ボ
ケ
ッ
、死
ね
カ
ス
』

と
怒
鳴
り
、
離
婚
す
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。
ア
ホ
・
ボ
ケ
・
カ
ス
の
ト

リ
オ
は
、
か
な
り
酷
く
人
を
陥
し
め
る
悪
た
れ
語
で
あ
る
。
そ
れ
を

同
時
に
言
わ
れ
た
ら
プ
チ
ン
と
切
れ
て
当
然
か
も
知
れ
ぬ
。
関
西

弁
に
は
感
情
的
な
「
悪
た
れ
語
」の
語
彙
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。

ア
ホ
は
ア
ホ
ォ
で
な
く
、
短
く
ア
ホ
と
発
音
す
る
事
で
、
花
曇
り
の

よ
う
な
ボ
ウ
ッ
と
し
た
感
じ
と
な
る
。
バ
カ
と
言
え
ば
夏
の
強
い

光
線
を
浴
び
た
よ
う
で
「
ナ
ニ
を
」と
返
答
し
た
く
な
り
、
喧
嘩
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
東
京
で
働
い
て
い
た
頃
、
長
崎
と
宮
城
県
出
身
の
仲
間

が
い
た
が
、
そ
こ
へ
関
西
弁
が
入
っ
て
、
夕
食
後
は
賑
や
か
な
方
言
合
戦
を
演

じ
て
、
実
に
愉
快
で
痛
快
だ
っ
た
。

◆
「
ヌ
プ
リ
の
会
」は
山
好
き
８
人
の
同
好
会
だ
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
間
で

巡
回
ノ
ー
ト
を
拵
え
て
自
由
に
好
き
な
事
を
記
し
て
い
た
。
筆
者
の
番
に
な

り
、
全
文
を
関
西
弁
に
し
て
山
登
り
の
報
告
を
書
い
た
。
こ
れ
が
江
戸
っ
子
の

仲
間
に
大
受
け
し
て
「
あ
ぁ
シ
ン
ド
」が
、
そ
れ
以
降
の
山
歩
き
で
笑
い
の
材

料
に
な
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
実
に
便
利
に
使
え
て
、
疲
れ
た
・
苦
し
い
・
気
苦

労
な
ど
を
も
代
弁
し
て
笑
え
る
の
で
あ
る
。「
カ
ン
ニ
ン
」は
若
い
女
性
が
使

え
ば
艶
が
あ
り
、「
カ
ン
ニ
ン
な
ァ
」は
お
ば
さ
ん
臭
く
、
お
っ
さ
ん
風
な
表
現

で
は
「
カ
ン
ニ
ン
し
た
っ
て
や
」に
な
る
。
方
言
の
持
っ
て
い
る
面
白
さ
で
あ

ろ
う
か
。

◆
方
言
の
研
究
は
広
く
地
方
に
及
ん
で
い
て
、
研
究
書
も
実
に
多
く
新
し
い

調
査
報
告
が
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
弁
は
攻
撃
的
で
き
つ
い
言
葉

だ
と
捉
え
る
人
も
い
る
が
、
か
な
り
皮
相
的
な
見
方
の
よ
う
に
思
う
。
商
人
町

と
し
て
発
展
し
た
大
阪
は
、
横
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
風
潮
が
あ
り
、
言
葉

尻
に
「
ナ
」を
つ
け
相
手
に
同
意
を
求
め
る
。
至
っ
て
平
和
的
な
言
葉
だ
と
思

う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
朦
朧
と
し
た
生
温
さ
と
、
悠
長
に
過
ぎ
る
所
が
嫌
わ
れ

る
因
か
も
知
れ
ぬ
。
或
る
落
語
家
が
、
大
阪
の
街
中
に
在
る
看
板
を
オ
ー
ル
大

阪
弁
に
し
た
ら
、
独
特
な
大
阪
文
化
が
生
ま
れ
る
ン
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
。
愉

快
な
発
想
だ
。
標
準
語
の
つ
ま
ら
な
さ
に
気
付
け
ば
、
こ
の
稿
は
成
功
し
た
よ

う
な
モ
ン
で
っ
せ
。
ホ
ナ
。

楢
見
の
大
桜

次
回
以
降
の
大
輪
田
塾
（
予
告
）

日
時
：
平
成
25
年
４
月
23
日
（
火
）
13
時
30
分
か
ら 

水
産
会
館
に
て

講
義
：「
栽
培
漁
業
の
概
要
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

　
　
　
「
ア
サ
リ
概
論 

～
生
態
か
ら
増
殖
ま
で
～
」（
仮
題
）

日
時
：
平
成
25
年
５
月
２
日
（
木
）
13
時
30
分
か
ら 

水
産
会
館
に
て

講
義
：「
水
協
法
概
要
」（
仮
題
）

意見発表の様子
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全国海の子絵画展第35回

県内の２作品が入賞！
ＪＦ兵庫漁連・ＪＦ兵庫女性連

　昨年10月に決定した「ひょうご海
の子絵画」受賞作品（拓水№675号：
Ｈ25．１月号参照）のうち、特に優
秀であった10名の作品がＪＦ全漁
連主催「第35回全国海の子絵画展」
に出品され、審査の結果、加古川
市立浜の宮中学校３年 足立 優子
さんが「水産庁長官賞」を、明石
市立二見小学校４年 中出 月那さ
んが「農林中央金庫理事長賞」を
見事に受賞しました。
　今回の絵画展は、全国24,200
点の応募の中から、各県で選ばれ
た137点が全国展に出展され審査
が行われました。表彰式は東京・
コープビルで３月26日（火）に開催
され、特別賞入賞者28人の一人ひ
とりに賞状が手渡されました。

水
産
庁
長
官
賞

　

加
古
川
市
立
浜
の
宮
中
学
校
３
年 

足
立 

優
子
さ
ん
の
作
品

農
林
中
央
金
庫
理
事
長
賞

　

明
石
市
立
二
見
小
学
校
４
年 

中
出 

月
那
さ
ん
の
作
品
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